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広島港湾・空港整備事務所を
拠点に緊急物資等を実施

江田島市
《飲料水》約２万ℓ
《食 料》約0.3万食
《生活用水》約2千ℓ
《土のう袋》約1.1万枚
等を支援

呉市
《飲料水》約6万ℓ
《食料》約3.6万食
《土のう袋》2千枚
等を支援

竹原市
《飲料水》約0.3万ℓ
《食料》約0.7万食
等を支援

三原市
《飲料水》約0.8万ℓ
等を支援

尾道市
《飲料水》約0.7万ℓ
《土のう袋》2.2万枚
《ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ》276枚
等を支援

○7月8日（被災後2日目）～7月26日の間、整備局所属の船艇12隻（中部:1、近畿:４、九州:４、中国:３）により、断水地域や島嶼部等で給水
や飲料水等の緊急物資の輸送を実施。
《船舶からの直接給水》約4.8万ℓ 《飲料水》約5.6万本(2ℓﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ換算) 《生活用水》約2千ℓ 《食料》約4.6万食

※その他生活雑貨や復旧資材（土のう袋、ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、ｽｺｯﾌﾟなど）も輸送。

尾道糸崎港

瀬戸田港

瀬戸田港

尾道糸崎港

竹原港坂町
《飲料水》約1.2万ℓ
等を支援

中田港

広島市
《ｽｺｯﾌﾟ》1,400挺
を支援

対応①：緊急物資輸送等～整備局所属の船艇１２隻による緊急物資輸送や給水支援～

【位置図】

広島県

島根県

広島空港

呉港

尾道糸崎港

福山港

広島港

呉市
《船舶からの直接給水》約4.8万ℓ
を支援

【凡例】
：船舶による直接給水実施箇所
：飲料水、食料支援・輸送箇所
：断水エリア

安浦漁港

川尻港
呉港

蒲刈港
（下蒲刈島）

蒲刈港
（上蒲刈島）

豊島漁港
（豊島）
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港湾業務艇での直接給水（蒲刈港：下蒲刈島）

※首相官邸HPより

港湾業務艇での緊急物資輸送（中田港：江田島市）



○豪雨災害により一般海域に流出した漂流物（流木、葦類等）回収を整備局所属の海洋環境整備船5隻（近畿:3、九州:1、中国:1）により実施。
○災害後1ヶ月で昨年度1年分相当量に及ぶ1,670㎥の漂流物を回収（7月9日～8月17日の間での回収実績）。

※参考値 平成29年4月～平成30年3月の回収量：1,540㎥

■大量の漂流物回収のため他地整から支援のために派遣された4隻の海洋環境整備船
7月09日～21日：がんりゅう（九州地整所属） 7月13日～19日：クリーンはりま（近畿地整所属）
7月18日～22日：Dr．海洋（近畿地整所属） 7月26日～31日：海和歌丸（近畿地整所属）

対応②：海上輸送路の確保～整備局所属の海洋環境整備船５隻による漂流物の回収～

【凡例】
：漂流物回収海域

海洋環境整備船『おんど2000』（中国地整所属）

漂流物の回収状況（7月12日：江田島沖合）

漂流物の状況（7月15日：厳島沖合）
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○呉港において港湾管理者（呉市）からの要請に基づき、全国で初めて港湾法第五十五条の三の三の規定の適用により、
非常災害の場合における国土交通大臣による港湾施設管理を実施（7月16日～9月24日＜予定＞）。

○7月16日から実施した呉港内における流木等の漂流物回収により、8月5日までに航路、泊地の機能を順次回復。
○8月25日から着手した川原石南地区泊地の埋塞土砂浚渫が9月14日に完了。
〇9月24日を目処に災害復旧を終え、代行していた管理業務を呉市に引き継ぐ予定。

対応③：呉港の物流機能の復旧～国による港湾施設の管理の代行（全国初）～
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呉港区

広港区

港内の漂流物撤去作業

7月24日：港内の漂流物（回収前） 8月1日：港内の漂流物（回収後）

【呉港港湾区域内での漂流物回収量】
7月16日～8月5日までの総回収量：流木353本、葦類約43㎥等
※8月5日までに港内の漂流物の回収は終了、国による管理期間8月15日まで海域調査を実施
。

出典：国土地理院（H30.7.9撮影）

呉港
川原石南地区

泊地埋塞箇所

【呉港川原石南地区泊地の埋塞土砂浚渫】
泊地(-4.5m)、泊地(-5.5m)が周辺河川からの流下土砂で１～2m埋塞。
埋塞土量約6,800m3。
※9月14日までに浚渫工事を完了。水路測量にて水深確認を実施中。

浚渫土砂は江田島市の藻場造成箇所
で有効活用。

泊地埋塞箇所

土砂運搬場所
(藻場造成箇所)

グラブ浚渫船による泊地の浚渫状況



対応④：災害土砂の海上輸送～被災地から撤去した大量の土砂の効率的な輸送の支援～

○被災地から大量の災害土砂をいち早く搬出するためには、船舶による効率的な海上輸送が不可欠。

○このため、大量の災害土砂の撤去・搬出から最終処分場までの海上輸送を効率よく行う体制づくりを支援するチームを

中国地方整備局内に設置し、海上輸送を実施中。

【被災地からの土砂等搬出状況】

【仮置き場への搬入】

【広島港出島地区処分場】

【ガレキを除去する機械】

最終土砂処分場

トラック （陸上輸送）

土砂運搬船 （海上輸送）

【土運船による海上輸送】
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トラック （陸上輸送）

被災地

仮置き場
（ガレキ除去）

海上積出し拠点

【位置図】

広島県

島根県

坂町
呉市

被災地の状況（坂町）



船内の洗濯機８台で洗濯支援を実施

参考：整備局所属船による被災者支援～入浴・洗濯支援～

※首相官邸HPより

○呉港阿賀マリノポリス地区において、中部地方整備局所属「清龍丸」により入浴・洗濯支援を実施。
○7月12日より被災地の皆さんへの入浴・洗濯支援を開始し、7月19日までの計7日間実施（船内用の水補給のための17日を除く）。
○7日間での入浴者数1,199名(男性489名、女性710名)

【凡例】
：断水エリア

呉港
阿賀ﾏﾘﾉﾎﾟﾘｽ地区

【位置図】

広島県

島根県

広島空港

呉港

尾道糸崎港

福山港

広島港

呉港 船内の浴室

呉港阿賀マリノポリス地区での入浴・洗濯支援

洗濯支援の様子

一度に洗場4名の利用が可能な浴室

船内の様子 船内の様子

入浴後のドライヤー（5台）等の利用も可能

利用者の様子

利用者のための待合室も確保
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浚渫兼油回収船「清龍丸」総トン数4,792トン


